
 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年９月 3０日発行 

「優しさ」と「信頼」あふれる修学旅行  

校 長  五 十 嵐  徹 

 

９月２４日（火）・２５日（水）に、北広島・当別・札

幌・小樽方面へ６年生が修学旅行に行って参りました。

天気はお陰様で秋晴れの下、少し汗ばむくらいの陽気の

２日間でした。予定通り学校を出発し、最初にエスコン

フィールドを見学しました。現在メジャーリーグで活躍

している選手の壁画や NPB で活躍している選手のサイ

ン等の記念品を始め、壮大な野球場に子供たちは楽しみ

ながら見学をしました。遠目でしたが、現役のプロ野球

選手が練習している姿も見学することができました。そ

の後、当別町にあるロイズチョコレート工場を見学しま

した。こちらは、チョコレートの原材料の確保のために

栽培に携わる人々の労働・生活環境や自然環境の維持・

改善、チョコレートが工場で生産される過程について、

問題を解きながら理解していく見学コースとなっていま

した。子供たちは問題の答えを考えながら順路を進み、途中、大きな製造機械の中で撹拌さ

れているチョコレートの液体に驚きを見せながら見聞を広めました。 

２日目は、小樽水族館の見学でした。ちょうどイルカが出産をした後で、親子が寄り添い

ながら泳いでいる姿を観察することができました。かわいいイルカの赤ちゃんを観察する機

会はなかなか無いのでよいタイミングとなりました。そのほか、大きなセイウチ等の泳ぐ迫

力満点の海獣公園やグループ毎でのバックヤードツアーで水族館の役割や飼育に携わる

人々の様子を見学しました。昼食をとった後、小樽の町並みをグループ毎に自主研修いたし

ました。 

どの行程でも公共のマナーを考えながら行動しました。修学旅行あるあるの「時間を守る」

「周囲に気遣って話し声を考える」等、適宜指導はどの年もあることですが、参加者全員、

目標とキーワードである「優しさ」と「信頼」を自覚しながらの２日間となりました。子供

たちは互いに気遣い、相手の立場を理解したり、考えを受け止めたりしながら力を合わせて

過ごしました。頼もしく素晴らしい時間でした。帰着式でもお話しいたしましたが、担任団

と共に目標を自分たちで決め、考えながら行動したことが修学旅行の大きな成果と感じてい

ます。 

これからの学校生活も今回培った力を生かし、学校の最高学年として自覚ある行動をして

くれるものと信じています。 

やさしく かしこく たくましく 
旭川市立春光小学校 

春光小だより 
 



ＣＡＰあさひかわによる出前授業（３年生） 

８月３０日（金）にＣＡＰあさひかわの

方々による出前授業がありました。旭川市の

すべての小学校３年生を対象に行われる人

権教育プログラムで、今年度初の試みでした。 

身近な問題について考えたり、ミニ劇を行っ

たりして人権について体験的に学びました。 

 子どもたちの感想を聞いたところ、「（ミニ

劇があって）面白かった」「たくさん発表でき

た」というほかにも「自分を守ることについ

て考えることができた」といった感想があり

ました。 

全校鬼ごっこ 

９月４日（水）の中

休みに体育委員会の

企画で全校鬼ごっこ

「けいどろ」を行いま

した。各クラスから鬼

（警察）を選び、他の

人は逃げる人（泥棒）

となり、１０分程度の

時間楽しみました。コ

ロナ禍で活動制限さ

れて以来，久しぶりに全校児童で遊ぶ光景を

見ることができました。 

 

ダミー実験会 
９月１１日（水）に旭川市防災安全

部交通防犯課の方々によるダミー実

験会を行いました。 

雨天のため室内実施となりました

が、体育館で車の死角、制動距離、

巻き込み事故、飛び出し事故、シートベルトの５点の内容について学習しました。動画を

視聴したり、模型を使って感覚を捉えたり、長さを測ったりするなど体験的に学ぶことを

通して、交通安全の意識を高めることができました。 

休み時間を利用した避難訓練 

９月１３日（金）に避難訓練を行いました。今

回は、休み時間に地震・火災が発生した想定で、

各自が避難行動をとるというものでした。授業中

を想定した訓練とは異なり、それぞれの判断で避

難しなければなりません。今回は想定される場面

を事前指導してからの訓練だったため、問題なく

避難することができました。いざという時に命を守るための大切な準備であるため、今後も

防災意識を高める指導を行ってまいります。 


